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【はじめに】先行研究では薬害ⅢⅤ感染血友病等患者における的代の支援体制の脆弱性が指摘
され、介護の必要性、長期療養における医療依存度の上昇、親看取り後の支援者不在と孤立か

ら施設入所の必要性が増しているo今回、一旦は患者の入所を断念したA施設に対し患者受け
入れを促進し、入所後の患者対応におけるスタッフ支援を目的とした支援体制を整備したので

報告する。 【目的】薬害HⅣ感染血友病等患者における施設の受け入れ促進と、患者対応への

スタッフ支援を目的とした支援体制を整備する。 【対象】療怒施設の施設長、常駐看護師、ケア

マネジヤのコアメンバー3名【方法】受け入れ要請に対する全スタッフ(介護士、看護師)か

ら抽出した問題や課題の整理、スタッフ向け研修会による施設入所の促進、入所後に発生する

問題や課題に対するスタッフ支援の対応手順を整理した。 【結果】受け入れの抵抗感は、 「感染

不安」と「有事(体調不良や急変時)の対応不安」があり、事前の研修会、患者ケア経験のあ

る施設の見学により感染不安が軽減、近隣の医療機関との連携、専門医療のバックアップ体制

を合わせた保障が有事の不安を払拭し入所に至った。諸問題の発生によりスタッフの支援が滞

らないよう各職程の相談窓口を明確にし相談内容別に対応者を選定したことで医療福祉の連

携、支援の充実につながったo 【考察】地方における専門医療のバックアップ体制の保障は生活

圏と病院が遠距離のため困難が予想される。薬害被害救済の個別支援では専門医療を可能とす
るブロック拠点病院等の周辺施設の入所の検討が必要になると考える。
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【はじめに】 HⅣ感染血液凝固異常症では、 C型肝炎ウイルス(HCV)に起因する肝硬変、鵬、

肝不全などが報告されている。今般は、現在の肝炎の満期と肝炎治療薬の使用状況を集計した。

とくに、2鵬から設けた選択肢である「治癒」の離散の、経時的な累積率を貸出した。 【方法】
2017年度の「血液凝固異常症全国調査」に報告されたⅢⅤ感染例とHⅣ非感染例の双方につ

いて解析した。 【結果】 HCVの感染が報告されている症例の全体としては、優性肝炎、肝硬変、

肝馴干不全の割合は、42・7%、8i4%、2・8%、0・16% (H工V感染例)および47.8%、2.8%、2.9%、0.05%

(ⅢV非感染例)であった。 2017年の調査では、肝庇護剤については99例(H工V感染俄例、

HIV非感染57例)、インターフェロンあるいはPegインターフェロンとl)バピリン(単剤使用

も含む)については7例(ⅢⅤ感染3例、 ⅢⅤ非感染4例)の報告があった。インターフェロ

ンを使用しか直接作用型抗ウイルス薬(DAA-インターフェロン・フリー)の使用報告は合

計117例(HIV感染48例、 HIV非感染69例)であった。治療による「治癒」が報告された例

の割合は、 2鵬年調査時点ではⅢⅤ感染例・ ⅢⅤ非感染例ともに約3%であったが、 2017年

の調査では30% (ⅢⅤ感染例)および21%(HⅣ非感染例)であったo 2016年調査からの上昇

は、それぞれ5・3% (ⅢⅤ感染例)および2・5% (ⅢⅤ非感染例)であった。 【緒剰2016年から

2017年までのl年間で、治療による「治癒」の割合が上昇した背景には、本調査の範囲では治

療薬の詳細な効果評価は困難であるが、直接作用型坑ウイ)レス薬の関与が示唆される。肝炎の

状態と治療に関する報告数は、今後も引き続き集計して行くことが必要であろう。 【謝辞】平成
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